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先端技術産業＝情報（関連〉産業の現段階

一ハイテク不涜の意醸するもの一

北　村　洋　基

ユー ^産業は窮玉霰のように景気の譲藩こか

かわらず長期にわたって急成長を続けてき

た不漉しらずの産業であっただけに，事態

の深麟さは瞬藻であろう．

　次に単導体であるが，こ為までもシリコ

ンサイクルといわれる不況溺縛簸的に起こ

ってはいた。しかし波はあ彗な鱒らも生産

高を急速に拡大し，しかもほぼ一貫して糧1

鼻におけるシエアを拡大してきたのが蔭本

の単導偉産業であった。実燦，8§年代は露

本の辛導体解馨際競争力を急速に強乾し，

　亙　はじめに

　急激な再高に伸う不醗を乗鯵越えた後．長期にわたる静混解続いた馨本経済は，鍵年中頃から深

灘な不溌にはい参こんだ．今縫の不況はかな静特異な性穣をもっているが，と陰わけ濫§したいこ

とは今騒の不溌が秘めての本埜的なハイテク不況でもあるということである。羅本ではハイテク産

業の大部分は精穀（関連）産業であ瞬，しかもハイテク不況といわれている内容は，実際には藩報

（閣連〉産業の不況のことである．以事，椿報産業の不混のことを一般に使われているハイテク不

没という罵語で蓑現することにする潜，あらかじめ，今罎のハイテク不浅の深劾さを若干の資料に

よって確請しておこう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第董醗　嚢本のコンピューター生産額の雄i移
　舞本電子工業振興協会の調べによると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十｛意鋤
92年の凄ンピュ一夕生産額雄5兆嵯，6§倉億
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講で前年姥欝．2％減と，大権なマイナスを
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記録した。コンピュータ生産額麟譲年割れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，蟹鎗
になるのは第一次オイルショックの影響に
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よる75年（8．i％減〉以来玉7年ぶりのこと
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である。とくに8β年代垂こおいては，コンビ。
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晦　　学　　論　　集 第62巻第2号

86年に韓本がアメリカを追い越した後もその差は罷く一方であった。ところが鱒年代にはいると，

国内生産が停滞するとともに盤雰市場でのシェアも大きく抵下させている。とくに92年は前年建マ

イナスi瓢というかってない落ち込みで．童舞の半導体生塵1確める鐸本企業のシェアも覗8％に

まで下がり，逆に蓬蓬．圭％垂こまで藝雪復してきたアメ

撃力系企業に肉薄されている（纂2麟〉。メーカー

雛にみても，8§年代後半には翼翼C，東芝，欝立越

童舞の半導体売上高のベストス夢一を独志してい

たが，9｛｝年には蒙立がモト葺一・ラ1こ追い越され，

さらに92年にはトップをインテルに奪わ翻るなど

大きく地位を紙下させている（繁3穰〉。

　これまで年率2§％近い成長を続けてきた椿報サ

ービス業舞も，最逝の不振はきわめて深灘であ陰，

§2年度の売上高ははじめてマイナス成長となった

（第毒園〉、鱗痙企業が続難し，今躍の不溌へ紛

韓策の一種である雇稽調整麟成金の申請も，ソフ

トウェア業雰ぶ窪鶴的に多い（第5籔》．

　こうした構鞍関連諸産業の全般にわたる深灘な

不溌はもちろん馨本の構報産業史上初めてのこと

であるぶ，霧題はこのハイテク不況慧構鞍産業の

第2騒　轡雰での霞朱筆導体構場占麿率の叢移

（売1蕩ベース，データクエスト翔べ）
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亀機をどのような性格・意鎌をもったものとしてとらえるのかということである。たしかに現住

のハイテク不溌は韓本経済金棒の不浅の一礫であり，とくに設備投資罵精鞍化投資減退の直撃を受

けたことが大きい。それに羅高や饗米ハイテク摩擦等による輸鐵の麟約も影響している。しかし後
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詫材：先螺援徳産業＝鋳鞭（経連〉産業の現段欝

　第毒緩　構報サービス業の売上茜の推移

　薦　　　　　　（麹半期ベース雫通産省調べ）
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に具雛的にみるように，現在のハイテク不濁は嚢本経済金棒の不濁の一一簾であるとか，徳業性の不

濁であるとか，舞楽摩擦という外的な要馨によるとかという理霞だけで片づけることはできず，醤

本の幣鞍産業に蒋有の構造的な鷺題あるいは矛盾が背景にあるように患われる。すなわち，覆葎の

ハイテク不況撰意賺していることは，これ壕では嚢本の究蝿技衛産業皿熔報産業の構造的特質が産

業としての成長にプラスに俸駕していた越，愛在はそれぶ逆にマイナスに搾駕し．まさに購造的弱

点として露呈していること，先端妓籍産業は従棄め講造と整線のままではもはや発麟まあ誓えない

騰懇にきてお蓼，質的転換解求められているのである撰，しかしそれをまだなしえていないという

ことではないだろうか。現姦は暴本の先端妓籍産業が新たな発展段繕への移行の遍渡驚に位置して

おむ，この移行－転換がスムーズに実醗できるかどうか麟観題の焦点であると思われる。そして醸

本の産業購造の転換も，先端妓籍莚業の従来の講造と鋒線からの質的転換がその重要なカギを握っ

ているのではないだろうか．ハイテク不浅に表褒される韓本の先端妓籍産業の現縁癒の意殊をその

ようにとらえることが必要ではな籍かというの摂，本稿の趣醤である。

　ところで，蕪稿瞬本経済の構造転換とその評懸について野では，鋳鞍等のハイテク産業を重

建学工業を超える新たな婆一ディングインダスト婆一とし，それを軸とする産業撰進の転換につい

ての選1講的意義と歴史的建直を検討し，その上で産業撰進転換の舞本的特殊性を嚢本の経済講造と

の縫係で験討した。すなわち，鐸本の経済講造は逐年転換がさけばれ，そのための政策も進められ

ている解なお転換には簿ど遠く，高度成長期に確立した費本的特殊盤をもった経済構造を維持して

いること，そのことが羅本の産業棲造の転換にも特殊性を与えているという調題である。

　しかし蕪稿では．先端妓籍及ぴ先螺妓籍産業の理論的・歴史的位置づけ喜こ験討の力点がおかれ，

i〉撰稿頃本経済の嬉遊転換とその評無について一経済構造の転換と産業構造の転換一一∫（ぎ篤学論集籌策蟻

巻第2号，雄鹿年登肩〉．
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蒲　　学　　譲　　集 第§2巻第2弩

嚢本の先端技辮産業そのものについての具体約分轡には至らなかった・だ麟今獲め深劾なハイテク

不溌の堤状は，前編の分断を前提としつつも，さらに具体的なレベルでの霞本の先螺披講産業の特

質の分衝を要求しているように思われる。本稿の課題は，以上のような問題意識の下に，爲本の現

段階のハイテク産業皿情鞍産業の特質を具体的・内姦的に検討し，今後の展開を展望することにあ

る2も

　R　産業講造の諸段繕と先端技衛産業6う位置

　筆者は麟稿で，産業欝造の肇展諸段欝をどのようにとらえるべきか・そして覆在の到達点をどこ

におくべきかについて基本的な見解を握示した。貸本をはじめとする先進資本主義羅の産業檎造の

現馬簾を一書で表現するとすれば，それは重化学工業段踏から先端妓籍産業段躇への移行期である

ということである。今嚢，産業講造の転換といわれていることの内実はこうしたものとしてとらえ

ることぶできるということが要点であった．それ・について若干の補建をしておきたい。

　それは，先端技術産業霊ハイテク産業とは簿か，どう定義さ為るべきかという問題である。一般

的には，完螺技術産業は高度な懸究灘発によって生産された製品罵ハイテク製品の生産にかかわる

産業であ穆，具体的には生産額に嬉する醸究魏発費の箆率の高恥産業のことであると蓬解されてい

る。0登COでは，（）露C董〉撫蟹i鋳醗の各産業部§醤についてそれぞれの生産高に蝿する醗究雛発費

の箆率でハイテク度を灘馨，その箆率がi％未満の狂一テク，茎％以上欝鶉未満のミッドテク，憩

％以上のハイテクの三種類に分類している。そみ場合ハイテクに含ま為るのは，航空宇欝，事務機

雛・ヨンピュータ，電子製品，医薬贔，電気機器，精霧機難の6業種である。またアメ夢力商務省

はいくつかの定義を握案しているが，通常よく罵恥られているのは盛該産業の売上高に嬉して当該

産業の醗究購発費と産業連聡表にもとづく経連産業の懸究開発費を合わせた額の姥率が高い上盤欝

業種をハイテク産業とし，それぞれの業種の主要製品をハイテク製轟として選び鐵すという方法で

ある。具詩的には，誘導ミサイル・宇宙機器，遜欝機器・電子躯晶，航空機・瞬部品，事務矯機器・

コンピュータ．武器，医薬姦，工業矯無機化学贔，椿密機器，エンジン・タービン，プラスチック

撚ハイテクグループである肱

　たしかにハイテク産業とその纏の産業を区慰するために定量的な指標を篤いるとすれば，ハイテ

ク産業は講究雛発集約璽産業でもあるから，醗究聡発費の箆率が高いということは重要な指標とな

叶うるであろう。しかしそれだけでは先螺技術産業の本質や意義を充分に掘握したことにはならな

2）ただし本稿は，最近の変化の激しさのためにやむを得ない灘もあるとはいえ，最透のハイテク産業翼縫鞍産業に

　ついての藩鞍・知識をお麟こ霧鵜記事やそこでのデータに骸毒してお惨，実謹麟こ不申分であることは否めない・

　またその分讐やそれにもとづく展望についてもまだ表彊麟なものにとどまってお敷十分難論乾さ翻ていない・

　本稿を職究ノー舅としたのもそのためであるが，本稿での緩抵縫な綾討を土台として，今後建議的にも実簸

　鯨にも本格的紅この補題に取滲縛んでゆきたい。

3〉ハイテクおよびハイテク産業の定義ならびにアメ夢力のハイテクの現釈については・ハイテク戦鰭醗究会綴野乗

駒技術戦難（鰹サイエンス蛙，亙螂鵯，r耀の鵡競争力と産業鱗の変動（躰醐発銀行矯魏第
欝2号，欝87年2月〉，頃来ハイテク産業め露嶽競争力と欝究醗癸蓬（麟第簸2号，鯵暮8年2層），寺参蕪。なお難

穰ボ馨諜競争力縫題と披講華燕一翼来箆較を中心に一雄（蓼経済壽第3総号，i鱒§年i欝〉も合わせて参蕪さ

為たい．
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麓材：先端披講産業灘購鞍（露連〉産業の現段購

》、と、患われる。

　第一に，どの時代においても暴発雛発姥率の穣対的に高い産業は常に存在するのであるから，赴

とえぱ．罫先端産業というものは最透になって登饗したものと考えられぶちであるが，産業革命以

来，つねに経済発展の原動力となってきたのは，その時代，時代の先端産業であった。蒸気機縫・

鉄道，電気・内撚機麗，いずれも現姦でこそあ融きた吟の妓籍であるぶ，かつては薩麹的な禿端技

衛として，経済発展に大きく貢献してきたのである避というような見解が当然生じることになる。

しかしこうした超歴塗的な理解では，今嚢なぜハイテク麟周題になるのか．ハイテク（産業〉の現

段縷的意義はどこにあるのかといったことはいつこうに瞬確にはならない。まして産業（構造〉の

発展の一段購として先端披講産業段贈を想定するという議論も成蓼立ちえないことは瞬らかである。

　第二に，こうした数量的な捲標では，後達するように難癖的に異なると考えられる軍事先螺産業

と罠需主導の先蝿産業と解靉靆されず，いずれもハイテク産業として一振されてしまうという周題

がある。

　そして第三に，上のような理解では先端披講産業は工業とくに製造業に畷定されることになるが，

それではたして先端捜徳産業の全体像やその意義は捨握できるだろうかということである．先端技

術産業は，従来の第二次慶業，第三次産業という産業区分を超えているところに重要な意練がある

と考えられるからである。

　それでは先端披講産業とは簿であ吟，どうとらえられるべきであろうか。前編で述べた売端技徳

産業の基本的な特質を整理すれ・ぱ，①先醗妓籍産業はこれまでのところ椿鞭襲連を中心とする軽薄

短小型の製品生産とそれ’にかかわる諸産業を軸としていること，②難業化とか業蝶化とかいわれる

ように，先端技術（産業）は在来の諸産業と技術的・産業的に連聡し融合して諸産業を変革し，嚢

らを基軸とした新たな産業構造を形成しやすい性格をもっていること，とくに構鞍妓籍は生産妓籍

や軍事技術をはじめとするあらゆる分野の技術に浸透し，離合してそれらの鼓術を変革するところ

に特雛があること，③突端妓籍産業は往来の意蝶でのギ工業まを超えていること，たとえば欝鞍

（経連〉産業はハードである椿報（醐連〉機器を生産する電子機械工業とソフトにかかわる熔報サ

ービス業（それは通常，情鞍麺理サーどス業，ソフトウェア業，情報提僕サービス業無データベー

ス業にわ捗られる），そ為に猜報逓伝産業からなるととらえること癖一般化しつつあるように51後

来の分類でいう第二次産業と第三次産業とくにサービス産業にまたぶっていること，しかもたとえ

ばソフトウェア業は，サービス業であるともいえるがソフトウェアという特殊な労働手段を液晶と

して生産する工業という性格ももっているように，工業とサービス業との籔溺を梅蝿化し，離業化

するものであること，④それゆえ露化学工業段階から先端妓籍産業段購への移行は，もはや鍵棄の

罫工業」という枠の中での転換を超え，工業とサービス業等を離合鷺しながらの総体としての産業

檎造の転換であると考えられること．⑤そして先螺技備（産業〉の発展と諸産業への浸透・変革は．

労働手段において機械からオートメーションヘの移行をもたらすとともに，生産様式においても大

工業を超えた，すなわち労騰手段のオートメーション段隙こ適合的な生産様式への移行をもたらす

嚇丁．ペッパー纏絵本の競争力壽（ダイヤモンド縫，欝欝年1雪i欝ページ。

5）通産省産業講造審議会『2｛鵬年の鋳鞍産業ビジョン諜樋藏睦業調査会，鎗87年）参蕪。
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技術的・産業的条件箪基礎をつく鯵だしていること（第§麟参照）・である・従来いわれている先

端技衛産業のうち，こうした蒋徴と意義をもった先鵡妓籍産業のみを麹濃してそ蕊を本来の先端技

徳産業としてとらえること蕃必要ではな躰だろうか。

　　　　　　　　　第晒鞍本譜鞭纏綿薄繍余徳僅の生劃の譲理と現代

段
手
籠
　
万
麟
｛
　
具
労
連
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猛
　
第

第捻章

第欝章
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麹
畢

　労　　騰　　纏　　成

金纏協業
㎜写

ぐコ分業にもとづく協業

⇔づ》業にもとづく欝業

　　（機癬こ配分〉

　分業にもとづく協業

　1労蟻手段紅　／
　し燐建されないノ

労遜内容・違格
畢工、業豹熟練

藻分熟練

愛　代　　オートメーシ蔓ン

総峯姦簡

潔純労働

機敏熟練

黎幸醍魑還労働　（形姿塗

装徳・操守労働
（鋳鞍麺理労働ぞと〉

資本主嚢的生落繊叢

陣、纏畿課

マニファクチュア

大工業

オ一襲メーション紅

適合的な磁産鞍式
（まだ実現慧ず／

（ゆ発露　　⇒揚足　　　　　　餐段霧を特鐵づ謬る毫産力要露｝

淫）躍の無し難読聡絃、擁稿罫擁狂佐・縫報憂二の評癒をめぐって」

　　『±趣競凌受学藷第欝§暑（欝綴年i舞｝参黙．

　　　　　　　　　　　第7纒　産業携進め諸段鑛

難蝶｛騨一q毅警蕃椴麟　先犠繍畔
　　　　　　　l　　i　－1声賢難コー審〉

（段霧）

　　　　　　　1

労鱗紬　1驚本葉鋤

　　　　　　　｝

　　　　　　　旨
　　　　　　　　量壷鑿、矯模4〉舞釜
　　　　　　　し　　　　　　　ξ

露露畿争の資庫主義1獲轟資本主義

争購鞍経連

　　　穣庫のコース〉i

レ憲義群発i集
｝　藪大システム塑幸心i
．舞議場的　　　　　i
　　　　　　　　半1遜家＝財政蔽姦

1謙譲産業と醗

1冷戦膏毯主義

　紛　的

暴露準急
軽薄難ノ1、墾準毛・

斎場経済

フレキシど夢ティ
鑓灘レ連結の乗1蓋

多贔種隻産
離業イ乞、　業蝶｛と

箋我資本憲義

　この先端鼓衛産業と，冷戦の下で戦後アメ婆力にお躰て展離した軍事経連先端技衛産業との縫係

についても一書述べておこう。爾産業葦こは技徳的には共通牲麟あ穆，そしていずれも懸究雛発集約

璽の先端技術産業ということはできるとしても・産業としての性格や歓会的役割からすれば籠購を

異にしていると考えられる。軍事的先端産業は巨大システム型中心で麟家依存の葬市場的な産業で

あ吟，往来の諸産業とは擬絶してお蓼，その産業の発展蕃地の諸産業の発展を導くどころか逆に停

滞させ衰退させるもσ〉である。それ纏え軍事麗連先端産業は覆らを主導とする安定的な産業構造を

つく穆えないのであ鯵，軍事欝連先端産業が一つの産業構造段階薫生産力綾羅を錘しえたのはアメ

夢力のみであった。だ解いかにアメ婆力といえども軍事先端産業を長類にわたって維持し拡大させ

続けることは矛薦を深奏1化させ，ついにはアメ雰力経済そのものを羅鯵巌すことになる。こうした

矛盾は簿年代に財政蒜字や貿易雰字として顕窪化し，講造転換の必要繊も一部でいわれまた実際に

も翻分的に行なわれてきたが，冷戦の終焉によって軍事関連先蟷技術産業を基軸とする産業構造か

ら罠需関連，椿報主導の先端妓籍産業を基軸とする産業構造への転換を趨速すること麟必至の課題

とされているのが堤段階である。とはいえこうした転換は決して容易なことではないのであるが，
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いずれにせよ軍事先端技術産業段躇は冷戦という歴史的時代と戦酪の下でアメ夢力においてのみ形

成された特殊アメ撃力的で遜渡的な段階であると位置づけることぷできるだろう。これ・に録して葭

本の場合は，軍事的先端妓籍産業の段曝斜なく，はじめから疑需・椿轄主導の禿端技衛産業として

登縷してきたのである。

　以上遠べたことを含めて，産業構造の諸段繕を麟示すると第7翻のようになるだろう．ただしこ

れはあくまでも基本的な特轡を示しただけであ鯵，そのことをふまえた具体的な霞本の先端披講産

業の発展とその構造的特質については，簸をあらためて検討することにしよう。

　欝　β本の先端妓籍産業の特徴

　高度経済成長期の羅本経済は，産業的にはなによ穆も董化学工業化として特後づけられるぶ，そ

の中心はすでに歎来では成熟産業である在来型の重紀学工業であった。しかし高度成長の窃期から

すでに，先蟻披講産業の脅威も雛始されていた、ところで先蟻技術産業は塞た，大きく翼大システ

ム型の産業と軽薄短小型の産業とに区分すること解できる。前者は原子力や宇宙航空等嚇代表的で

あ導，後者はマイク駆エレクトロニクス，バイオテクノ質ジー，新素材等解代表的な産業である。

霞大システム型先端披講産業は，アメ夢力では，2§穫紀科学披講の革命的発展を背景としつつも

敏治約諾軍事的必要達の原理によって登場し，冷戦帝醗主義の鞠質的・産業的基盤として発展し

てきた．こうした特綴はアメ努力の場合軽薄短小鬘髭端麗業嘉こもある程度あてはまるが，それ・に薄

して田本の場合は，・軽薄短小璽はもちろん琶大システム墾先端妓籍産業も蓬接には平秘禾鰯を霞的

として登展してきたこと麟最大の特籔である。

　田本の麩大システム型先端披講産業について．源子力産業と宇宙麗発産業を舞として簡単に特籔

を確認しておきたい。

　濤本では原子力と宇宙醗発のいずれも高農成長の開始競である欝灘年中頃から麟究開発縄§始さ

れた。まず原子力については，その特鐵は鋳よ鯵も，原子力基本法にうたわれているように軍事科

稽を撰…し，平i横利罵とくに原子力発電1に特化した開発解峯初からめざされたことである。羅本の原

子力講究醗発は，イギ誉ス及びソ連における原子力発電実罵化の動きに対して原子力平糠穂欝での

イニシアティブをとろうとするアメ餐力の政策転換（53年8丹原子力率舞舞驚宣言，購年鴛舞ド率

秘のための原子力ま声瞬，等〉を背景にして，欝騒年にはじめて原子力予算解登場したことが鐵発

点である。舞本原子力醗究辮や原子燃料公廷の設置，原子力三法（原子力基本法原子力委員会設

置法，原子力濁設置法1の麟定，科学技術庁の設置など，56年頃までに政府の体髄蘇あわただしく

整えられた。民闘においても原子力産業会議が結成されるとともに，三井グループ（東芝，石鰐鳥

懸磨重工業など），三菱グループ（三菱重工．三菱電機など），羅童グループ醸立製作勝中心〉，

建友グループ（住友電工，住友金属など〉，第一グループ（富士電機，趨麟重工，古海電工など）

の五つの原子力産業グループ潜この曖までに櫓次いで縫織された・そして襲来原子力癖究協建麟結

ぱ為，醸究稽源子矩が相次いで輸入され，さらに鋒本原子力発電株式会社が設立さ蕊てイギ夢スか

らの実罵燈模原発の輸入建設撚簾始された。しかし，実燦に原発の建設オ婁始まってみると葬常に露

難でコストも急増し，原子力の実欝化は近いという幻想は構えてしまった。また醗究灘発段階では

政鰐麟主導的な役割を演じなけ蕊ぱならないのに予算が横ばいのままで推移する等必ずしも十分な
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ものではなかった。政府はi麗青年に，当掬うたわれた原子力の露主醗発の方鋭を数棄して妓籍導入

による早期実綿化という方舞に転換し．三菱はウエスチングハウス桂｛W餐〉，東芝と舞立はゼネラ

ルエレクト夢ック麩総秘とそれぞれ鼓徳提携した。そして鎗年代中頃，アメ撃力において軽水型

原発の受淺・建設ブームが起こるや，馨本の電力会桂は根歌いで軽水型原発の導入建設に講かった。

これらの原発は驚年代はじめに根次いで運転を醗始したのである．

　原子力産業はそもそも政府の政策や電力業界の麟講に左看される濤立姓に乏しい産業であ穆，そ

の点で軍事産業と催た性格をもっている。とくに7§年代以降は原子力はオイルショック等に綻追さ

れて石瀬代替エネルギーの本命と位置づけられ，原発の建設が官疑挙げて強力に推進さ蕊てきた。

鍵算的にみれば原発は今馨ではもはやエネルギーの主役として縫置づけられ紅くくなっている撰．

醸本は先進馨のなかでは擁外的に原発に罎執し，今韓までその推進基調嫁変わっていない．しかし

内外の原発の事故・故瞳の続発や立鱗予定地域住民の反薄運動紅よって，実績は欝嚢を大纒に下麟

ってお鯵，政府や電力業舞の推進努力にもかかわらず今翼まで必ずしも縷調とはいえない軽愚をた

どってきたのである．

　次に宇宙聡発について。嚢奉の宇欝雛発も高度成長擁薦の欝55年に東大生産技術醸究轡に芋竃麗

発予算漢つき，ペンシル賞ケット麟打ち上げられたことから始まる。そしてロケット打ち上げ実験

が繰鯵返され，7§年には葉大都初の人工徳星の打ち上げに成功する．また69年には宇宙縫発事業懸

が発足し，騰年代以降の宇蜜潔発の本酪匙への準備藩整えられた．驚年代は各種の科学衛星解糧次

いで持ち上げられた解，露政危機等に競走されてそ砂展麗は灘約された．しかし麗年代にはいると

通鱈衛星や敏送籍星など，構報遍懸の実積化にむけた衡量の器発・打ち圭1げ摂中心とな静，宇宙産

業はますます構鞍産業としてみ性格を強めていること解特籔である。すなわち宇宙醗発は醗究雛発

段賠においては予算麟約等からアメ夢力等から大幅に立ち後れ，その後も先進蟹との距離を纏める

ことはできなかったが，構馨産業として実嬬化が見通せる段隣に至ってはじめて本賂的な発展を雛

嬉したということである。しかし商業化に近づくにつれてアメ夢力からの犠場参入等み涯力も強力

にな蓼，自主雛発駕線は大きく歪められ，ているのが理段贈である。

　以上，裁本の遠大システム型先螺妓籍産業の典型として・原子力産業と宇宙麗発産業につ躰てあ

えてふれたのは，これらの産業がそれぞれ特有の特後撚あ吟な漆らも，一面では高度成長期を主導

した在来型の重化学工業と，さらには次に述べる矯鞍（経連／産業とも，たとえば，基礎的な醗究

醗発を積み上げるよ鯵もアメ撃力の後追い的な早期実罵妃をめざすといった共通姓があることを確

認したかったからである。ただ，それについての本埜的な検討は懸稿にゆずることにして，ここで

はそのことを捲擁するだけにとどめておきた》・．

　その上で本題であるいわゆる軽薄短小型の先蟻技術産業について験討することにしよう．雛年代

にはマイク鋒エレクトロニクス（瓢轡，バイオテクノ質ジー，そして新素秘が王大鼓徳革新といわれ

たオ戦これ象でのところ産業としての規穫は総簿的にマイク瞭エレクトロニクスが大きい。以下，

マイク難エレクトロニクスを軸とした産業である後報（経連〉産業につ》・て検討する淋，具体的に

はコンピュータ産業・半導体塵業，そして驚報サービス・ソフトウェア産業に絞って縷説すること

6）たとえば，通産省藍業購造審議会舞i量紅藍業縫会の基本講想董（遜藏産業講套会，臆8§年〉参無。
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にしたい。

　翼本の驚報経連産業の特鐵を整理す轟ぱ，さしあた吟次の露点を捲撫すること撰できるだろう．

　まず第一に，騒本ではコンピュータや辛導体の生産は翼大企業とくに総合エレクト駆ニクスメー

カーぶ主体だということである。それについては多くの醸究摂捲摘していることであるが，半導体

産業に臠しては，たとえば欝欝敬之罫逆転のダイナミズム薄は，欝本の半導体産業における雛来逆

転茸醤本の繋米優位への転換の原獲を・疑来の企業システムの櫓違に求めている。すなわちアメ撃

力ではベンチャービジネス愚身の半導韓専業メーカー解羅倒的である4〉に射し，屡本は大企業・総

合エレクト灘ニクスメーカー麟中心である。貸本の場合半導体メーカーが嗣時にそのユーザーでも

あることから，電卓をはじめ，カラーテレビ，オーディオ，VT盆などの長生需要やコンピュータ

騨係の需要に導かれて半導体の供給ぶ自鮮肉で行なわれたこと，技術戦略としてこ蕊らの企業は長

簸的な擁野から単導体を董擁したこと，霞縫の飽都響の数益と系魂の銀行からの借入金によって継

続的な投資を行なうこと淋できたこと，等麟発展の重要な要覆となった．アメ夢力の金業システム

は蒋か新しいものを生みだす1こは適している麟，簿年代以降は馨本の企業システムぶ優越姓をもち

はじめるような時代状浅になってきた，というのが攣丹比の主張である㌃

　購じ1ことはコンピュータ開発についてもいえる。欝本では総合電機メーカー勝事導捧と織織にそ

の事業の一環として認ンピュータ鷺発に乗穆だし，長：難華こわたって純部霧での鞍益をつぎ込ん’でコ

ンピュータを一つの確霞とした事業分野にまで育て上げてきた。それに薄してアメ鯵力の場合は，

欝獲やβ露（〕といった大手メーカーはもちろん・アップル祇やサン・マイク貰システムズ縫などの

ベンチャー鍛身の企業も含めて，ほとんどすべて解コンピュータ専業メーカーであむ，逆にG琶や

盆CAといった総合電機メーカーは灘ンピュ一夕聡発から脱落していったのである・こうした欝来

における企業システムの差異が，少なくとも総葎代末までは欝本企業に有麟に饑いたことは闘違い

ないだろう、

　第二に，溌絹コンピュータにおいては欝擁が藍倒的な地盤にあるために，当携は亙B醗対銃機

種麗発をめざしていた醸本も，結局は主なメーカー（富士通，馨立等）は欝M互換機譲線を選

撰したのである解，それ，は完全な互換ではなく，各続が独霧にB鍵機のOS（0確確t魏g　Sys艶欝，

基本ソフト〉に手を換え，亙B醗機矯のソフトウェアは霞鮭機でも使える麟，磨鮭機矯に簾発され’

たソフトは欝躍機では縫えないという一方的互換としたことである。それは総躍機からの夢ブ

レースは毒籠であるが藝鮭機から欝欝機への餐ブレース縁聚難にするという戦略であ静，それに

よって懲醗のシェアを徐々に侵鐘することに威勢した．しかしそのために馨本のコンピュータは

互換性が非常に悪いということになったのである。

　それはパソコンでも霧蟻である。銭取のパソ澱ンメ一方ーの大部分はやは参欝凝互換機銘線を

と疹，至B簸と遜様にマイクロプ纂セッサはインテル歓，（｝SはマイクPソフト社の灘S－DOSを

採駕したのである潜，β本語機龍の必要性のために麓S一むOSに各縫麟独密の酸良を換えた結果，

やは移互換性が難常に悪い状濁になっている。すなわち暮本のコンピュータ産業は，一方的互換や

磨本語饑饉のOSによって外国企業の濤本市場への参入に壁を設けるとともに，メーカーごとに

7〉静得敬之郵逆転のダイナミズム壽（翼TT鐵籔，鯵88年）参顛。

一5§一



鱒　　学　　論　　集 第62巻第2畢

ユーザーを震い総むという戦酪で毒場を獲得してきたのである。このようにコンピュータ市場をメ

ーカー主導・メーカー本麺にしてしまったところに醸本の特籔麟あるといえるだろう。

　第三に，嚢本では電子産業はと瞬わけ民生驚電子製品や辛導体において，量産型の製品生産を軸

として発展してきたことである・それは第一の特懲として推薦したように，蔭本では総合エレクト

ロニクスメーカー摂主体であ蓼．大規摸で継続的な投資にものをいわせた大量生産とコストダウン

によって市場を広げてきたこととも縫捺している。半導体では．饗本は汎罵贔とくに量産型のメモ

夢一系統なかでもD盆AMやS衰A灘に重点をおき，ロジック系統でも民生稀茎Cの量産型である

懸CU（マイクロコント雛一ラ〉を中心としてきた．それに帰してアメ夢力はメモ夢一系統は完全

に田本に涯倒され，ロジック系とくに付撫懸値の高い灘至難（マイクロプPをッサ）や多品種少量

型のAS至C（特定矯途向け麓，ゲートアレイやセルベース麗等〉に重点をおいている。また臨本で

は電卓やカラーテレビ，VT盆をはじめ夏Cやマイコンを駆優した民生絹電子機器の雛発・量産が

韓本の電子工業をり一ドしてきた．最近までのハードにおける窪骸1的な輸鐵超遜は，蒙本の電子工

業の製造力の強さとくに量産による高いコスト競争力の反駿であるといって聞違いないだろう．

　そして第露に・以上のこととも麗保する撚・馨本の精報産業はハードを中心として発展してきた

こと，ハードは強いがその反面ソフトは葬常に弱捧であることである。ソフトの弱さは，第窓麟の

ように霞本の披講導入件数の約半分をソフトウェアが占めていることや，嚢本のソフト会懲ま少数

の大手はハードウェアメーカーやユーザーの精穀システム都響から分離独立した会縫であって企業

としての独立性は弱く，逆に独立系の大部分の企業は人材諏遣を中心とするシスムの受託雛発に繧

斜しており，ソフトウェア売上高に霞めるパッケージソフトの蛇率ぶ諸外藩に姥べて非常に低いこ

第＄騒　義が霞の先端按徳分野の導入件数動病
（働

2§巷§

㈱

欝講

猛懸

鵬 37ε　墾3

53§

7総

838

蟹§

騰8§

差355

i557

聖繕

2玉22　サービス〔欝｝

ソフトウェア

軽，駐g｝

ハードウェア
　　　（欝7〉

辞算機

バイオテクノロジー（26〉

艇窪・攣：宙（3鶴

原子力／88）

慶薬贔（細

筆導棒〔鱗艀

　暮
　　　黙春8茎　麗　暮3　8魂　編　麗“87　鍵　8雪　鱒（年度〉

総轄数　2，i雌2，解ε2，22§2，2i22，3782，鐙62，3磁2，7縛2，8342，8§83，2騒

　　　資糊科学披嬉庁秘学妓籍政策癖窺醗騨羅綾纂導入の動殉分離軍威2年慶圭鯵
　　　鐵摂理科学披徳露善書率成4年蔽，2鴛ページ。
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詫材：先端妓籍産業諜蟻鞍（麗連〉産業の堤段灘

第亙表 主要醒のソフトウェア聡発菰薦めるパッケージソフトウェアの割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩雛：輸

隷　本 来　罎 英　醗 藪　擁 仏　鬱

鬱齢 馨．A． 53．i 3？．3 37．警 27．2

i§83 灘．§ 5警，2 43．8 38．5 32．8

欝8s 欝．5 総．4 謹2、2 53．護 護2．2

欝87 至3．9 6董、7 嚢．6 55．7 39．7

疑購 懇、暮 47．5 48．2 鱒，魯 39．s

｛潅〉パッケージソフトウェア鬱念鳳パッケージソフトウェア売一登轟／ソフトウェ

　　ア業売上高
　　遜繭産業省r特定サービス産業実態講沓」
　　来蟹蔓翼級∫1ε縫講査

謹漸／通産省機械簿鞍産業局綴疹ソフトウエア新時代屡

　　　（遜嚢覇業講糞会，轡93年）蔦7ページ。

と（繁墨袋〉瀞示しているように，パッケージソフトの聡発を中心とした奪鍔姓の高い企業はきわ

めて少ないことなどからも瞬らかであろう．なお第箆翻も参黙されたい。

　蓉本の鋳報産業についてもちろんその縫にも多くの特徴を指摘することができるであろうが，少

なくとも以上のような特徴づけについては，おそらく異議はないであろう。

　それでは以上のような特籔はなぜ生じたのであろうか。その運霞を藩単に整遷すると，まず第一

に，韓本のコンピュータ産業は圧鰐的に先行していた欝醗に韓する追いつき型の発展をめざし，

しかも茎露麓の支離を紡ぐため華こ馨鎖的な嚢本議場を形成しようとしたこと麟あげられる。コンヒ9

ユ一夕では目本のメーカーは懲M以外の外資企業と提携し，またその多くは結局懲鍛互換機跨線

それも一方的1互換機鋒線を選探し．皐期に1β簸に追いつくことをめざした．また致府・通産省も．

コンピュータ産業の嶽嶽化をぎ瞬ぎむまで遅らせ，政府機縫の国産コンピュータ優先的購入などで

瞬産メーカーを保護する一方，電子計算機技徳1醗究緯合（62年から〉や超轟盤能電算機醗究灘発

（璽凝3懸封撹の大型プロジェクト，66隼から〉への補麟金支鐵などの難産コンピュータの育成政

策をすすめるなど，こうした露i線を積極的に奨励・推進した．

　第二に，政癒や業舞がコンピュータや半導体産業の強化のためにとくにカをいれたことは，製造

技術と参わけ超微総簾工技徳の習得とレベルアップであ静．そして生産の馨動化である．半導体業

界はとくに至嬢A蟹をテクノロジードライバーと粒選づけてカを集中した斜，それはD設A簸が羅

本が得意とする超微鞭撫工披講と晶質管理技徳嬢集約された量産贔であるからであ吟，また3年で

逢倍の集積度の鶴上が経験則として存在してお吟，いつ壌構メガの夏濃AM蕃議場化されるという

予難解容易に成警立つために，麗発§繧が瞬確であるからである。すなわちD裂A擁は，目標漢瞬

確であればその実現に晦けて技術麗発・実罵化に大量投資するという欝本企業の難路に葬常に適し

ているのである。産業政策においても，iメガビットメモ壁一案現のための基礎披術醗究をめざし

た超し雛妓衛硬究総合（欝76～欝79年度）の縄織化と補助金支畿など，辛導体集積技術の両、ヒと

そのための装置の縫発にカをいれた。これらのこと潜緯年代のメモ華一を牢心とする銭本の単導躰

産業の龍内海．とと滋灘コンピュータ等のコストダウン，競争力向上に大きな威力を発揮したことは

いうまでもない。

薄
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醗　　学　　論　　集 第§2巻第2畢

　第三に，その場合，譲本的経営とか欝本的生産システムとかいわれるや吟方が最高度に利得され

たことである・すなわち，QC等の韓本的労健§§係や広範な下請けシステムによって・効率的に高

贔質の駕や電子機器を安癒に大量に生産しまた輸鐵することによって，銭本の電子産業は発展し

ていったのである龍

　以上のことからもはや醗らかなように，先端技術産業といっても繋本の構鞍〈幾連〉産業の特籔

は，実燦は披講導入と大規模で継続的な設備投資，辱本的経営の活絹による大量生産と輸愚依存と

によって高度成長した在来璽糞靴学工業とほとんど変わるところはないのである。離稿では，高度

成長幾に確立した曇本に特機的な経済購造の存在解，先端技衛産業の発展の嫁げになるどころかか

えってその発展を促進し，重化学工業基軸から先端技術産業基軸への産業講造の転換をスムーズに

進行させているということを捲擁した。つま陰欝本では，高度成長蟻においてすでに擁狂技術革

新を受容する基盤ができていたのであ穆，そして突端技衛産業は在来重化学工業と講桜に驕本的経

済構造を基盤として発展してきたのである。しかしそのことは，舞奉の先端技纂罵構報産業に録し

て．上に逮べたような特質を麟与することになった。その特質は，少なくとも毅年代末までは，鐸

本の構鞍産業の強みとなって現象したことは鷺違いない。だぷ，ハードの強さと膨大な貿易黒字の

影に隠されていたソフトの弱さの翼題麟麟癒におど管でることによって，欝本の鋳鞍慶業の強さと

見えたもの麟弱さに転化したの潜勢年代なのである、

欝　情報技術の新居醗とその評価について

　鱒年代にはいる頃から，好本でも構輯化の新しい展麗やその再籠牲が溢欝されるようになって

きた。鱒年代の籍報化のキーワードとして縫単にダねおだま」といわれることがある滅それは

rね墨＝ネットワーク．Fお漣霊オープンシステム化，旺だ」罪ダウンサイジング，そしてギま垂直

マルチメディアの略称である。まずそれぞれにつ恥て，ごく基本的な技徳的議墾をしておきたい。

　ダウンサイジングとは，半導体技術の著しい発展等を背景とした各種のコンピュータの急激な小

聖化，機龍・甦遜能力の飛躍的な海上によって，鍵裏は大型汎璽コンヒ。ユータやミニコンで麺遅さ

おていた分野をワークステーション（輝S》やパソコンで置き換える動きのことである。またオープ

ンシステム乾は，W「Sやパソコン同士．あるいはそれらと流網機をネットワークで結ぶことによっ

てよ鬱蒼勃にコンゼユ一夕を稀矯する上で，異機種闘の接続ぶきわめて重要紅なる魁このネット

ワーク妓籍をオープンにすることによづて異機種間接続を容易記しようとする動きのことである・

ネットワークは，簾来は大型機にパソコンなどの鶴来機を接続し，蟻末機からはデータやプ鷺グラ

ムなどの入力や麺理結集の懲力のみを行い，演算やデータの麺理等は大聖機で行わせる集中型潜中

心であった炉・パソ灘ンやWSの機能向上やオープンシステム此等によって・それぞれの馨的に

応じたコンゼユータをネットワークで壷爽的に接続し，それぞれのコンピュータ摂鰯驚の蕪業をし

つつ穂互に構報を交換する分散麺理のシステムが可能になってきた．ネットワークの中に灘絹コン

ピュータ鱒含まれる場合は，必要に応じてファイルをそれらに送鯵，その高簑な機能，麺理能力を

科濡してファイルを撫正した鯵大容量のデータベースを保管し，転送することも覆能である。ファ

8）それについては，藤蜜実線本電子産業の構造的特質ま（蓼藤学識纂譜第騒巻筆i号」弱2年鴛恥が参考になる。
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イルの管理，撫工はネットワークに接続されたそれぞれのWSや端末機を操作することによって

行われる。今後はネットワーク撰主役にな鯵，パソコンやワークステーシ導ンはネットワークを構

成する部贔にすぎなくなるとさえいわれている．なおマルチメディアは，鱈像や音声，文字等の多

楼な種類のデータをコンピュータ魑理・趨工し，また像存し，それらをネットワークを介して双方

講でや鞍と鬱する技衛のことであるが，そのためには瑛在及び将来のさまざまなメディアをデジタ

ル方式に置き換えていく必要がある．しかもその披講をいかに活締するかというデザインやソフト

の闇題撚葬常に大きい．嚢本はニューメディアさえまだ定着しておらず，マルチメディアといって

もまだ方癖姓すら不瞬確な段購である撚．いずれにせよrね達罫お茎ボだま罫ま垂はそれぞれ穣互に

結びつき，；紹互に影響し合う麗係にあることは明らかであろう。

　こうした新しい展弱の背景紅あるのは，一つは構報技衛の著しい発展である潜，とくに率心的な

役翻をはたしている新たな妓籍発展は羅SC〈縮小命令ゼットコンピュータ〉というマイク臓プロ

セッサ（簸P轡妓籍による麺理速度の飛躍的な講上によ噸，小型コンピュータの牲籠麟肉上して大

型機と小型機との格差麟大権紅縮小したこと，そしてU醗Xというオープンで遜欝手額を装備し

たOSぶ登場し，急速に普及するとと麟こ，コンピュータネットワークを利濡した分散麺理披講が

発展してきたことである。ワークステーシ璽ンIW鋳は通常この二つを厳蚕｝UおよびOSとして装

備しているために，ダウンサイジングの原動力となっているのである。

　もう一つの背景は，鍵来の構報化投資はきわめて麩額にのぼったが，その割に綻い勝手解悪く，

勤果が十分ではないという不満摂ユーザーに強かったことである。バブル景気の時までは，鋳鞭化

の進展度合い麟競争力を左右するというムードにあおられて企業はやみくもな情報化投資を競い合

ったが，盛年からのバブル麟壌と不混め長難乾，深葵化の塗で，企業が鍵来の嬉報化のあ吟方を藻

省し・鋳報化投資の費稽対魏果を厳しくチェックするようになったのは轟然であろう。欝鞭化投資

の急激な落ち込みによるハイテク不混の深奏1化は，鋳鞍産業に薄して鍵棄のようなメーカー本位の

鋳輻システムではなく，よ移安緬で効果的な椿鞍システム，ユーザーの多様な要求に応えられる簿

鞍システムを擾徴することを琵活の課題とさせているのである。

　ここでは夢ねおだま」といった最近の穂報化の具体的・技徳的な縣題には立ち入らず，それらが

情報産業のあ蓼方にどのような影響を及醸しているか，その意義はどこにあるかに焦点をあてて考

察することにした騨．・まず基本的な傾陶を確認することから始めよう。

　第一に，いうまでもなく3ンピュ一夕の中心越流矯大型機からパソコンやワークステーシ3ンへ

急速に移行していることである。コンピュータのダウンサイジングは第§翻および第婚麟のように童

　第§襲　盤界篇ンピ盈一夕一帯場の分野懸占麿率　　　　　　篤緯鑓

スーパーコンピューター　ワrクステーシ葺ン　　職年明ンピュー外構碗鰯馨舗率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緻字は％）

　玉．6

至鱒2年

　茎，8

（数字は鶉，婁漢：データクエスト〉

罎暫〉『競藻新轟雛玉9§3年i舞3嬢。

4遵．き勿

盤
鼻

縮

趨湧〉鰺穣新羅J　i鱒3年6丹29鐸。
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罫とくにアメ撃力の方が嚢本よ穆先行してお蓼，このダウン

サイジングの大破解8倉年代末から麟在乾した漫罵大型機中心

の露Mやミニコン最大手のディジタル・イクイップメント

①奮C）の経営危機をもたらした重要な要馨と考えられている。

嚢本においても，遅ればせながらダウンサイジング漢進行し

てお穆，今後さらに急速に進展していくと予想されている

（第雛轡）、富士通や臼立など流矯コンピューータのウエイトが

高いメーカーの経営は悪化してお蓼．ダウンサイジングの波

を乗箏馨る新たな経営戦酪を模索しているのぶ饗驚懸である。

　第二にテ構報産業の幸心がハードからソフト・椿1鞍サービ

スヘと急速に移行していることである、第楚國は祭来の椿報

産業の分野懸の毒揚超模の鐘較である解，ハードからソフト

ヘの移行はアメ夢力が先行してお箏，すでに鋳鞍サービス熔

ハードウェアの2倍に達しているのに薄して，疑本ではまだ

ハードと欝鞍サービスの媛模は疑程度である．しかも瞬じ麟

からも明らかなように，田本の構報サービス業はソフトウェ

ア製贔の規模がきわめて小さいなどさまざまな問題を麹えて

いるのである。

　講時に重要なことは，ハードにおいても，そこに緩み込ま

れているソフトの役割が大きくなってきていることである。

すなわち，コンピュータにせよ半導体にせよ，単なるハード

で1まなくソフトが総み込まれたハードであることには往来か

ら変わ鞍掛ない解，緩み込まれるソフトやシステム化妓籍と

その鵜発力がますます主導的な役割をはたすようになってい

る。半導体においては汎稽の至壌AM解かつてのテクノロジ

ードライバーの地種から後退し，いまや欝Ptテが半導体の支

醗的地位についている。それに換えて，A綴Cのようなソフ

ト主導の半導体，さらには多くの至Cや電子蔀晶を縛み合わ

せて緩み立て，ファクシミ婆や携帯電話などのコントロール

部分を一枚のシジコンチップに載せたシステムシ婆コンなど

の専絹夏Cが注騒され，高い成長が見込まれている。

　以上のような新たな傾肉縁，嬉報産業鉱もはや生産技術の

優位性だけでは秘益の確保も主導権も握れなくなってきてい

ることを示している。しかもそれは，近年の知的湊有権強化

の動きによって擁速されているのである．

　第…三をこ，　メーカー主導の情幸憂イと善玉ら，ユーーザー主導の鋳報

亀への急速な変化である。それは技術発展が可籠紅したとと

第鑓巻第2号
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靴耕：先端披講産業＝祷報（麗連〉産業の現靉靆

もに経済的な縫露からも撫速されている。すなわち，

長撰くハイテク不濁の中で，鋳鞍産業1ま今やユーザ

ーの要求にいかに応えるかを第一に考癒しなけれ，は1

発展の展望ぷ窮穆聡かれない環境におかれていると

いうことである。

　以上のような構鞍産業にお謬る変化をさらに具体

的なレベルにまで立ち入ってみると，漉響されるこ

とは次のような点であろう。

　第一に，ダウンサイジングやオープン此等は，コ

ンピュータの中心をWsやパソコンに移待させてい

ると遠べたが，それはまた瞬時に，標準となる（）S

ならびに越駐Uを支醒している企業ぶ主導権を握蓉，

単なるセットメーカーはその鑪盤を大きく低下させ

ているということでもある。パソコンについては，

盤雰毒場のi麟を占めるアップル桂を験くと圧芻的

に欝Mとその互換機であるが，欝購系統がパソコ

ンの主流となったのは，8i年にパソコン事業に参入

した盤Mがそのアーキテクチャーを公麗し，外灘

金業がソフトウェアや周辺機器生産等に進鐵するの

を容認したためである。しかも至8醗は§縫のパソ

コンにインテノレ憂のMPむ，マイクロソフト縫の（｝S
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を揉濡したが，インテルやマイク寝ソフトはそのM駕や（）Sを聡蟹以外のメーカーにも簸売し，

それによって多くのパソコンメーカーが参入することになった。その結漿インテルの難駐U，マイ

クロソフトのOSがパソコンの事実上の標準となったのである。パソコンの飛躍的な発展と普及は、

灘鍵のこうした戦略によるところが大きいが，しかしそのために欝M自身は第鷺翻のようにパソ

コン毒場において童舞のi2．畦％しか確保できていない。しかも欝灘を含めて多くのパソコンメー

カーは，パソコンの中心機能である簸2Uはインテルに，OSはマイクロソフトに依存しているた

めに，それぞれのパソコンの機能に墓奉的な差異はなく，製品の差簿彗乾が露難となって糠格競争に

走らざるをえず，霧益率は急速に低下している．ところ溺その一方，マイクロソフトやインテルは

高い独占的利益を享受しているのである。

　マイクロソフトは§ら支醒する（｝Sの．とに載る多様なアプ夢ケーションソフトを弱発し，その甫

場でも優盤に立つ一方，ウインドウズ3．i嚢本語蔽を発表して馨本語の壁を突破し，さらにネッ

トワーク機籠を高めたOSであるウインドウズNTの発売を雛始した。ウインドウズ翼丁の特徴

は羅SC型醗P難でも稼臠するところにあ善，これまでのワークステーションとパソコンとの題綴

をなくし，Ws分野でも標準のoSとなることをめざしている・こうしたマイクロソフトの衰勢に

麟して，wS陣営は欝M，ビューレット・パッカード，サン・マイクロシステムズという雛舞ws

斎場のトップ三絶を中心として暮露Xの幾酪を統一し，ユーザーに養いやすい環境を整えようと

r
3

§



晦　　学　　識　　集 第62巻第2号

している．また聡Mは，マルチメディア鰐応の（）S灘発でアップルと手を継む一方，マイク貸ソ

フトとの鼓衛提驚を解濃し，独甕のOSの醐罷を進める戦酪をとることになった。

　また鱗難」においては．インテルは隠8麟，縫8鞠など擬態を高めたM獄」を権次いで瞬発し・

さらにwsでしかできなかった領域をも酵籠にする次縫代蟻騰皿ペンティアムを簾発するなど攻

勢を続けている、これに鱈して鰹メーカーは，欝Mとモトローラとが手を縛んで新しい羅SC型

灘費U瀟パワーPCを発売するなど，羅SC型蟻蚕｝馨で講航しようとしている。そして灘SCをWS

だけでなくパソ鷺ンにも使えるようにしょうとしている．

　以一とのように（）SとM費Uをめぐって激しい主導権争いが展雛されている。そうした中でパソコ

ンとワークステーシ藁ンとの壌根がだんだん失われていき，櫨互浸透がさらに争いを複雑化してい

るのであるが，今やOSと醗駐Uを籍することがwS市場やパソコン市場を麟するカギとなってい

ることは瞬白であろう。

　第二に，精i鞍化の新居醗は嬉鞍サービス業・ソフトウェア業に遜しても根底的な影響を与えるこ

とになるが，とくに淺§さ翻ることは，ソフトウェアにおいてもダウンサイジングが進行していく

であろうことである。たとえば，銀行の第三次オンラインシステムは，その「平均的な工程は約

2，総§万ステップ（ステップはプ賞グラムの数／ある．2，◎倉倉入のS慧（システム・エンジニア〉が

束になっても3～逐年かかる勘定だ。SEは海人いても建磐ない状溌だった」§多といわれている・

これにたいしてダウンサイジングやネットワーク化は．潰濡OSの無駄を省き，舞納に応じて小さ

なソフトを礁鯵，そ轟をネットワークで介して鵜濡し合うようなシステムを可籠とする・その方が

はるかにソフトの生産蒔麗もコストも安く，ユーザーにとって硬いやすいからである。こうした繧

向の行きつく先は，ユーザー自身が自ら養いやすいように容憂にソフトを窪甑また改農するよう

になることである（馨エンドユーザーコンピューティング）。

　こうした発展方講麟藩報サービス・ソフトウェア業に薄して大きな影響を与えるであろうことは

明らかである。俸棄続大疑は次のように違べている。

　　ヂ究極のソフトウェアエンジニアジングは蓼使いたい人間が衰分でシステムを焦る薯という狂騒C

（エンドユーザーコンピューティング〉，露雛〉（エンドユーザーデベ賢ップメント〉かもしれない。

装麗披徳とソフトウェア醐発の技術がいっそう進展することにより，エンドユーザー露身の手によ

るソフトウェア灘発が一般化する可能性がある。…一大きな流為として進む療JC，見UDの潮流は，

や撚ては往来からソフトウェア麗発に健事していた労働者を，高度な技術と業務知識をもったコン

サルタントと運罵・保守要員に二極分化し，健来のプログラマ，S総を海演ずる可能健をもつ・

　　・エンドユーザーが嚢接システム購築を行いうる叢境摂できつつあるときに，鍵来からのゼと隣

あえずプログラミングができる遷だけの人材蒼いつまで必要とされるであろうか。ダウンサイジン

グの進行は，究極的にはソフトウェア開発のための単純な労働力を提供することしかできない会縫

を淘激するであろ舅璽

　認Sやパソコンの普及は，ソフトにおいて・一方において特定企業や特定罵途海纏の独自のソフ

9）夢七転八鰹・ソフトウェア産業の地獄墨曙遷嶺ダイヤモンド蓋欝93年6月稔嚢号〉麗ページ。

欝》撃東饒大野ダウンサイジングにお鍾るプ鷺ジェクト管運購題歪下蟹法経醗究遵第薮巻第纏弩，i鱒3年3月〉2奪

　盤ページ。
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龍鬢：先鵡披講産業＝情鞍（霧達〉産業の愛機購

トウェアを溢文・麗発するよ穆も，オープンなOSを麟提としたパッケージソフトで十分駕籠な頷

絨を雛大すると見込まれる．また地方では，轟極な澱絹コンピュータシステムに代わって，ユーザ

ーの纏懸的な要求に応じて適燐なハードとソフトを緩み合わせて安癒で硬い勝手のよい專罵システ

ムを構築・提摸するシステム・インテグレーシ誰ン・サーどス（劔Slへの需要が塔大するだろう．

すなわち精鞍サービス・ソフトウェア業は，溝橋コンピュータを薄象としたソフトウェアの受託聡

発から，ダウンサイジングに薄癒したパッケージソフトの露発やS総等の高度な業務へという大

きな減れ鐙串での懸慈が求められているのである。

　それでは，こうした鋳鞍化の新撰灘は，欝鞍化の歴史的発展過程の中でどのように位置づけられ

るべきであろうか・それはさしあた鯵，灘SCなどの情鞍妓籍の新たな発展と・露要縄の抵コスト，

縫いやすさ，ネットワークと分散麺理などの要求，そして懲醗の圧艇的な支醗を苔醸しようとす

る企業のさまざまな活難と競争等が絡み合ってもたらされた構鞍化の新しい段酷であるということ

ができる．鍵来，鯵雛年表後からの醗狂革命ぶ鷲鞍化の新段賠であるといわ為てきたが，愛在の

購鞍髭は少なくともそれを一段繕難し進めたものであることは瞬らかであろう。

　そ蕊は，繕よ彗もこれまでのコンピュータ・メーカー主導の欝鞍髭からユーザー童導の鋳鞭匙へ

の移行をもたらしていること，そして欝鞍産業潜さきに述べた先蟻技術莚業の性格紅ふさわしい海

容に転乾しつつあることである．さらにいえば，これまでも欝鞍匙は，とく紅M欝革命によって

フレキシブルな生産体鰹や企業構造を形成する披講的楽舞を形緩し，一般産業の鋳鞍化を飛躍的に

進行させる薄髭曇…をもっていたが，とくに鷺本で縁，椿鞍疑餐まメーカー本粒！でソフトが弱体である

等，騒本の経済構造紅寵定された特質をもっているために，実際には荏乗詰産業と離合して応餐的

な再生産構造を形成する．鉦では大きな麟約があった。欝鞍匙の新撰麗はその凝約を捜徳的にも経済

的にも簸縫余き，先蟻披講産業後難への移行の再籠性を餐躍的に拡大し深化させるとともにそれを

璽実性へと転髭させてゆくであろう。

　欝鞭紛新羅譲ま．先蟷披講産業段露への産業購造の進展を技術織こ主導するとともに，産業的

にも先叢叢嬉産業の中核としての熔報産業が在来の諸産業を墾～ドし変革してゆく役割をはたすこ

とになるだろう。すなわち鋳鞍姥の新羅縫は，真の意蕨での先端技徳産業段露をもたらす展望を燐

蓼瞬くことになるのである．

　なお饗代の新たな駿騰嬢，M璽化の中の一つの登展段縷と考えるべきなのか，それとも従来の懸銭

化を超えた新たな靉靆として盤選づけるべきなのかという聡題は，当癒保留しておきたい。ただ，

現；窪の構報ぞヒ縁8む年代華こ本格イ註する欝欝革命をさらに権し進めたものであるという韻彗霧とともに，

そうした雛置づけだ鍾ではすまない新たな内容を馨ったものでもあるということができるように思

われる鴨

蔓〉たとえば栂舞望夫「ハイテク騒本・麓機の鶴舞」繧串央公論垂響§3年5薄暑〉は，叢逓のコンどユータ業雰の

　講造愛児を議建もて晒る最大の饗露絃，隻寧麺選的な考え方から分数楚遷的な考え方への変｛蓑こあるとし，それ

　を績文乾から新文化への移費ととらえている・鐵文建と舞文乾は鼓徳，ビジネスの仕緩み・主要な簑麟を果たす

　企業・ど就をとってもまったく異なる欝暴であるという。そして氏はこうした椴本的な変戴に舞本の鷲鞍謹業ぶ

　蝿慈して珍くのは糞…常に露難であ静，このままでは韓本のエレクトロニクス産業絃深亥彗な経営楚1機紅鶴る駕籠姓

ぶ轟’機じている・厳転籍文｛疑い璽分は誌かく，購轍紛鍛購をどの持に縫えるべきかとシ・
　う課題濾，今後の寝題としたい。
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　だが講時に見落としてはならないことは，こうした憶転化の展灘よハードすなわち製造業とし

ての簿鞍産業の矯模舷大・成長には必ずしもつながらないことである。すでに逮べたように，ダウ

ンサイジングは高緬な漉爾葺ンピュータから抵懸路のWSやパソコンヘの需要の大移動をもたら

し，しかもWSやパソコンにおいてもハードそのものからは瀦益を生み饑しにくい構造になって

きたことはすで1謎べたとお終ある．しか蠣報産業はソフkある瞬撫的鮪櫛葦焼寇し・

それが主導的な役製をはたしている。ハードはハードそのものではなく，ハードに緩み込まれてい

るソフ紛程瞭聡足する勤になる．狭い意鞍でのハードは質的に糧的にもますます産業とし

ての趨動力を低事させていくのである．

　以上のような椿鞍化の新居灘の内容及びその意義斜，艮本の驚鞍産業にとって，また産業講造の

転換にとって．どのような鷺題を提起しているかについて，籔をあらためて縷試しよう。

　V　藏本の情報（関連）産業の現状と展望

　はじめに，Fねおだま漣に直癒している韓本の欝鞍産業の現鍛躇を確認しておきたい。

　まず半導体産業については，韓本ぶこれまで籏鰹的な支醍力を形成してきたメモ夢一とくに

玉殿AMが，利益率の急速な低下と韓露の激しい追い上げによってきわめてきびしい釈浅におかれ

ていることである．P裂A継は第欝灘のように集積度が上がるにつれて開発費が急塔している。し

かも誕憶饒力が肉上してもそれを大量に穫う商最が生まれないと消費が増えないというジレンマを

そもそも内包しているのであるが，最近のハイテク不溌は至〉嚢A醗需要の著しい不振を招いたので

ある。織方，至〉嚢AMにおける韓醗の追駆上げは欝欝震のようにきわめて急であ疾92年の韓霞の

メモト販売欝揃年賄蹴塔の細聴ドルで盤雰露場公約4分の捲露めるま鍼長している・

三星電子は92年に至濃A醗における縫雰毒場のシェア解i3．6％でトップに立ち，さらに93年6月に

i6メガD盆AM灘の生産ラインを本格稼動させた。新ラインの生産縫方は鷺簡3§O万纒，專濡ライ
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誌融：発蟻鼓徳産業諜欝鞍（灘連〉産業の現段賠

ンとしては僅雰最大規模であるといわれている．現代電子も濁3§万鰯の蔑穫で試験生産をはじめ，

金星エレクトンも量産体麟をめざすなど，韓国は賂メガで糧雰の先頭に立とうとしているのであ

る璽

　ただし現莚では，半導体産業における至殿A醸の地粒は量的紅はともかく質的には大きく後退し

ている。至〉RAMは大規模設備投資による量産型製品の典型であって，3年毎に集積度が護倍化し

てゆくために縫代交代毎に議しい競争が緩麗さ蕊ているが，傾向としては今や成熟製品銘してお鯵，

僕総懸剰と無擦低下，薄利多売の泥沼に臨る薄能牲に縫えず脅かされているのである。鐸本メーカ

ーも最近櫓歌いで蕪メガの量産体舗構築に晦けて動き懲す一方，集積度だけではなく，高速牲，低

溝費電力など質を重観した○裂A鱗や爾橡麺理麟慈など特定罵途陶けの£震AMを強化する戦鰭を

と診つつある獲P裂A鱗は量産型の溌耀の嚢A醗と，園驚設謙技術撚決め手となる高付撫覆i値の

特定驚途向けD嚢AMとに分｛ヒし，嚢韓の撰み分け摂進むと予灘され’ている。竃場的華こはP嚢A醗

は今後とも半導体の中で一定のウェイトを占め続けることは聞違静ないが，半導体産業の主導的地

位に再び立つとは考えにくい。

　兜に遠べたように，単導体産業の戦略的中心は今や蟹欝Uなどソフト主導の製贔に移っている．

しかし資本の半導体メーカーは，M野暮など琶糠穂櫨の高い分野に参入しようとしても，特誇の厚

い壁が立ちふさがってお雛，しかも知的断有権強化の動きはその壁をますます高くしている。馨本

のメーカーはオ夢ジナルチップを設計，供給しているインテル，モト膝皿ラ，サン・マイク膿シス

テムズ，ミップス縫などからライセンスを受け，それぞれのセカンドソースとして僕給しているわ

き役にすぎないのである．

　嚢本がなおD嚢A簸主体から援け戯せないのは，8ε年に結ばれた駐米半導体協定の影響も大きい．

馨本妻場における外羅系メーカーの製品シェア2§％を達成するためには，舞本ぶ購入する製品はど

うしてもAS茎Cや醗PUなど費ジッタ系統にならざるをえない。そのことオ灘本の業導体メーカー

にロジック系統を強化することをためらわせたのである。

　次にコンどユータ産業については．汎矯コンピュータの不振はダウンサイジングとネットワーク

化のもとでもはや構造的な理象である。懸年代末に不振に陥った懲醗は，すでにそこからの醗部

への模索を始めているが，それ麟遅れて現れた欝本では，その分だけ繋恋が遅れているのである．

　一方パソコンは，舞本語の壁撰マイクロソフトのウインドウズ3・i農本語版の登場によって崖

壊し，醗内ノくソコン業暴は翼奮Cをはじめ禰次いで3・i端緒；のノ粛ソコンを発売し始めた。ウイン

ドウズによって各縫各様のOS溺窺宣した時代は終わ馨，オープンな蟹擦競争の波に巻き込まれつ

つある．ウインドウズ機龍をパソコンで養うためには大容量のメモ夢一や外部記憶装置藩必要にな

るために，4メガ滲盆A醗などの単導体1需要の拡大につながるという｛選錘はある撚，パソコン業雰

は海外メーカーも参入した低懸緒競争に突入し．いよいよハードでは利益のでにくい産業になって

いる。

　またワークステーシ葺ンでは，国内の大手メーカーのほとんどがヒューレットパッカード，サン・

茎2）　ぎ籔経産業新軽舞薩　i｛逡3年6月釜｛塗馨参蕪。

i3》睡本経済新篇壽欝93年8月凝祭，講舞舞2嚢等参照．
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醸　　学　　譲　　集 第62巻第2号

マイクロシステムズ，ディジタル・イクイップメント簿のアメ夢カメーカーからWSの0建M盤総

を受ける提携縫係を結んでいる。馨本データクエストによると，92年のWSの羅内鐵荷額は乞臆倉

億瞬でパソコンの毒場矯穫5，52§億需の半分近くに達しているが．アメ夢力製WSは欝欝製贔も

含めWSの齢鐙蕎台数の約3分の2を姦める模榛で，事婁舞まアメ効製WS壽魑癌鵬を癒

巻し始めたといわれている醜

　ソフトウェア・籏鞍サービス業については，一方ではエンドユーザー葺ンピューーティングの渡れ

が従来の鋳鰻サーどス業に欝する需要を減少させ，地方ではオープンな環境の下で最適な分数麺理

システムを構築するS欝などの高度な要求への薄慰麟求められている。しかしそのためには馨本

の縫鞍サーどス・ソフトウェア業の撰進的特質の糧本的な変革が必要であ甑容易な課題ではない

のはすでに逮べたとお弩である、

　以一靴，嚢本の嬉報産業のきびしい饗賦と醸題について羅てきた。一書でいえば，アメ婆力では総

年代後半からダウンサイジング等が急速に進行し，それに立ち後れた懲鍵等の亀機が鍍荘化する

…方では，新緩雛の波に乗ってインテルやマイク雛ソフト，ミップスなどが大躍進をするなど，驚

鞍産業全体の購造的な変革が進行して雛るのに薄して・蕪本では懸年代にはいってからダウンサイ

ジング等が進展し，嚢本の嬉鞍産業はソフトもハードも含めて全体としてこの渡に3響応できず，新

馨からの不溌とも重なって，二璽の深紫なハイテク不浅に臨っているの麟璽靉靆である。

　欝本の携譲産業が「ねおだま雄の波を主導的に嬬瞬瞬いて痛くため紅隷，椿報産業の撰進的な変

革が必至の課題であることは瞬らかである，しかしその変革は映して容易なことではない・その礫

露は褥よりも，馨本の椿鞍産業の講逡的特質が少なくとも齢年代末濠では嚢本の構報産業の強みと

なって現象し，高》・議長と強墾競争力を実愛したのであるから．奮業の多くはその特質を清算する

よ鯵も，むしろその特質を生かした嬉嬉を求めようとするためである。

　しかもその特震は嚢本の経済講造によって焼定されているのである。すなわち高度経済成長難に

その基本的な性擦を確立した韓本鮪経済権造誌，一方では蓬莱璽重化学工業とともに椿鞍産業を始

めとする髭蟻1技術産業の発展をももたらした撰進的要灘であったのであ甑飽方では欝癒産業の産

業としてのあ警方，特質をも形成したのである。それゆえ鷲鞍産業の撰進的特質1を転換させるため

には，その規定要露である経済構造それ趨鉢の転換を必要としているのである。だぶその必要がう

たわれとくに雛年代後半からさまざまな政策がとられてきたにもかかわらず，実灘こは今藤まで経

済購造の転換麟進んで雅ないことは，その獲霞も含めて麟稿で分析した遜辞である。

　、銭こ遠べたことは綾鞍産業の購造転換麟羅難であることの根底的な理憲であるが，最後に，馨本

の構鞍産業の特轡であるハードの強さとソフトの馨さのもつ現代的な慧昧について験討しておきた

い．蓉本の椿鞍産業は現在，製造技術の強さを賊難としてソフトの弱さを麟際的な企業麗提幾によ

って補完する戦略を追求している。ソフトに強恥アメ夢力も，ソフトだ播では糞焼の製品生産はで

きないために，ノウハウはアメ夢力が握諺，生産委託先として韓本企業を羅絹しょうとしている。

たとえば嫉野暮はますます高機籠化が進んでいるが，そのためにはソフトだけではなく微羅撫工技

衛が必要であ瞬，そのために灘SCチップ生産に臠してアメ婆力の凝P｛」メーカーと藝本企業との

董4〉『韓本経済新慰書鯵93年7舞2膿参、黙．
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詫材：鑑蝿鼓嬉産業＝椿穀（経連〉産業の聡段濃

縫檎が強まっている醜ところでこうした戦酪は侮も最近の鋳報産業に綴ったことではなく，健

粟から馨本の諸産業の…般的な特徴であった。すなわち饗本は科学・暴発醗発の弱さを技術導入で

補完し，製造技術，製品妓籍の強さを生かす戦略を追求してきたのであ雛，それが戦後の産業発展

を可龍にした一つの要獲であることは詳識するまでもないであろう。だが今臨，椿鞍産業において

この戦略は従来のようには有鶴ではなくなっている。というのは，今購まソフトの弱さはハードの

強さでカバーしきれない致命的な弱点になっているからである．すなわち，すでに遠べたように鋳

馨化の新し展醗ぶソフト主導を示してお蓼，また知的辮有権強化が企業闘鶏係をいっそうソフト主

導の縫孫に変えている毅である。それゆえソフトの弱さを国蝶的企業閥提驚で補完するという戦略

は，嚢本企業をアメ夢力企業の下請け生産に邉墾やってしまう可能性潜ある。しかもハードの強さ

霧体，馨本企業の海外移転や韓馨企業等の追駆上げによって，欝本の優雅性は次第に低下してお鯵，

今後さらに藤速される警能牲も否定できないのである、

　馨本は癬年代の鼓徳立蟹政策　　それは民闘主導，毒場原理重複の科学妓籍散策であ静，事実上

科学を軽擬し技衛を重観した戦終であった　　から，鱒年代には基礎科学の振興と科学における国

際賞歎を重擁した科学立馨政策に変わろうとしているi箆しかしそれは，知的辮有権戦略を強化し

つつあるアメ夢力と糞歪面から衝突することになる．それに馨本の携鞍産業の実蝶に照らしてみる

とき，その必要性としかしその現実の露難性とのギャップのあまむの大きさを思わざるをえないの

である。

　こうした園難にもかかわらず，馨本の先端産業掌欝鞍産業が真にハイテクにふさわしい産業へ転

換できるかどうか，そのことはまた重化学工業段隊から先蝶披講産業主導の新しい産業講造への転

換のあ鯵方と内容をも焼寇するであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ig93年緯馨董縮腹積〉

鷲〉薪凝碧慧・田本の魏鞍①～⑤墨（鞍経産業新羅書室鱒3年欝欝嵯～8舜）等参無。

亙6〉それについては，科学妓籍会議答申噺量紀に瞬けてとるべき麟学披講の総合的基本方策についてま（欝弱年i

　鳶2報〉と，その答串を中心記して醗年代と鱒年代の稗攀援辮政策の板違と特徴を縷説した織稿F最遍の科学妓

　衝激策の動向ま（ぎ舞舞鼓醗究蓄第鎗辱，欝麗年3∫勢参蕪。
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